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磁場閉じ込めプラズマ中では高速イオンがアルベン固有モード(AEs)と波動粒子相互作

用をすることにより異常輸送が発生することが知られている。核融合燃焼プラズマでの高

速イオンの異常輸送の制御法の開発は重要な研究課題となっている。また電子サイクロト

ロン加熱(ECH)によって AEsが安定化することが DⅢ-D,TJ-Ⅱ, Heliotron J,LHDで観測さ

れており、AEsの制御法として期待されるが、高速イオンによって駆動する AEsが電子サ

イクロトロン共鳴加熱で安定化される過程は解明されていない。 

LHDでは 2017年 3月から重水素プラズマを用いた実験が開始され、それに伴い中性子発

生率の測定から、高速イオンの定量的な議論が可能になった。 

ECHの入射が AEs及び異常輸送を含めた高速イオンの閉じ込め特性に与える影響につい

て調べる実験を行った。(図１参照) 磁気プローブから得た磁場揺動のパワースペクトル

から ECHの入射により AEsの振る舞いが大きく変化し、磁気プローブの振幅も小さくなっ

ていることがわかる。また、同じ周波数帯に発生しているモードでもトロイダルモード数

とポロイダルモード数は異なっていることが分かった。ECHを入射することで不安定化す

るモードが変化している可能性を線形成長率の数値計算の結果と共に議論する。 

また、磁気軸の位置を内側にするか外側にするか、LHDの接線入射 NBI装置の水平方向

に並ぶ 2つのイオン源の内どちらを使うかによって、プラズマ中の高速イオン分布を変化

させることができる。(図２参照) このことを用いて高速イオン密度の空間勾配が AEsに

与える影響を調べた実験結果についても議論する。 
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図１ 磁場揺動のパワースペクトル、磁場揺動振幅、
中性子発生率 (ne～0.33e19) 

図 2 磁気軸の調整と NBI イオン源片
打ちによる高速イオン分布制御 


